
富士見市鶴瀬地域公民館運営審議会議事録 

開 催 日 時 平成 29 年 9 月 13 日（水）午後 7 時 00 分～午後 9 時 15 分 

会     場 鶴瀬公民館 いきいき活動室 

出  席  者 瀬戸 篤地区議長、山川亜紀子委員、神木基晴委員 

事  務  局 鶴瀬公民館長、同副館長    （合計５名） 

欠  席  者 長ケ原美博委員 

会 議 録 確 認 瀬戸 篤地区議長 

公 開･非 公 開 公開（傍聴人 ０名） 

会 議 次 第 報告事項 

①平成 29 年度上半期の事業の特徴点について 

②利用者連合会総会、利用者懇談会について 

③公共施設予約システムの稼働状況について 

協議事項 

①平成 29 年度鶴瀬公民館事業評価の取り組みと担当について 

②今後の公民館事業の取り組みについて 

会 議 資 料 資料１：8 月までの報告と今後の予定 

資料２：平成 29 年度第 1 回鶴瀬公民館利用者懇談会会議録 

資料３：鶴瀬公民館事業評価 

              会  議  内  容 

 

○傍聴希望者がいないことを確認。 

（１）報告事項 

  ①平成 29 年度上半期の事業の特徴点 

・（２）②の内容（今後の公民館事業の取り組みについて）が資料にふくまれて

いることから、公民館長から併せて報告。 

報告内容は、重点とする目標、事業名、内容・課題、上半期報告（特徴点）、

今後の予定と課題等を記入した資料から説明する。 

  

報告事業は、子育てサロン・講座、学校・地域・家庭連携推進懇談会、子ど

もの居場所づくり支援事業、小学生体験事業、介護関係講座等、第 41 期鶴瀬

学級、パソコン相談室、市民生活講座、第 36 回つるせ公民館まつり、げんも

りかん事業、サークル公開月間、第 44 回富士見市子どもフェスティバル、第

40 期富士見市民大学、平和・憲法啓発事業、障害者の学習機会充実事業、第

31 回地域・自治シンポジウム、町会等地域行事支援事業、つるせ公民館利用者

連合会、地区体育祭援助、文化活動支援事業、リハビリ自主活動支援、公民館

だよりの発行、施設維持管理事業、公民館運営審議会全体会、公民館運営審議

会地域会議、利用者懇談会、公の施設連絡調整会議など となる。 

 

 

 



  ②利用者連合会総会 ７月 29 日実施 について報告。 

  ・一斉受付がなくなってから利用者が集まる機会が減ってしまい、交流の場 

   が持てなくなってしまった。 集まる方法はないか。 

   →公民館としては、利用者懇談会の回数を増やすとか、利用者ポストを 

    うまく活用する等、利用者が顔を合わす良い方法を考えていく。 

  ・公運審は、利用連の声を吸い上げて、公民館への橋渡しをしてほしいという 

利用連の声あり。 

 （質疑・意見等） 

  ・一斉受付は、利用者が他の利用者と会える楽しみの場でもあったようだ。 

  ・公運審の立場としては、利用連の集まりには、出席した方がいいであろう。 

 

  利用者懇談会 8 月 2 日実施 について資料２に基づき報告。 

 （質疑・意見等） 

  ・AED 講習会は、いざという時のために、１年に１回は行った方がいい。 

  ・公運審として、利用者の要望等を知っておいた方がいいので、できるだけ 

   利用懇にも出席した方がいい。 

 

 ③公共施設予約システムの稼働状況について 報告。 

 ・平成 29 年 4 月から抽選方式導入し約半年が経過したが、初めは、職員も利用者 

  も戸惑いがあったが、徐々に慣れてきて大きなトラブルもなく、稼働している。 

    

（２）協議事項 

  ①平成 29 年度鶴瀬公民館事業評価の取り組みと担当について 

   ・資料３事業評価担当表に基づき概要を説明。 

 （質疑・意見等） 

・事業を 4 人で分担する（平成 27 年度方式）、4 人がそれぞれ全事業を評価す 

 る（平成 28 年度方式）のどちらかにする。 

・全事業に精通していることは理想的だが、情報収集に時間がかかる。 

・B 評価や C 評価をつけるには責任の重さを感じる。 

・事前に、事業に参加して実状を見たり聞いたりすることが大切。 

・極端に効率の悪い（中止したい、見直したい）事業については、担当職員に 

 事前に教えてもらい、公運審で集中的に審議し検討したい。 

・公運審になったばかりのときは、だれも同じで、どの事業を担当すればいい 

 のかもわからないものだ。 

→今後の事業で日程が合えば出向いたり、実際に参加する事業については評価 

しやすいだろうが、そうでない事業については、担当職員に確認しながら、 

無理のない範囲で、お願いしたい。 

  ・担当職員が記入した事業報告を見ながら、公運審が評価のコメントを入れる。 

   ３月くらいには入れられるようにする。 

平成２８年度の評価は、平成２９年４月が最終だった。 

  ・分担は、数のバランス、新委員への配慮等踏まえて、10 月に決定する。 

 



 

（３）その他 

 ①つるせ公民館利用者連合会親睦旅行について 

  ・利用者間の親睦を深めるため、開催する。日程が合えば、参加してほしい。 

 

 

  ○次回の会議日程を協議：12 月 13 日（水）19：00 からとなる。 

   10 月 11 日の全体公運審会議終了後、事業評価の件について打ち合わせする。 

 

 

 


